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令和７年２月 階上町下水道審議会 会議録 

 

                 日時 令和 7 年 2月 20 日（木）13：30～16：15 

                 場所 階上町役場 3階 委員会室 

 

【出席の状況】 

 ⑴出 席（７名 順不同・敬称略） 

  会 長 鈴木 拓也 （八戸工業大学 工学部 工学科 教授） 

  副会長 廣田 勝三 （石鉢行政区長） 

  委 員 須藤 留吉 （蒼前行政区長） 

   〃  上平 啓作 （追越行政区長） 

   〃  上平 稔  （小舟渡行政区長） 

   〃  横道 文男 （町農業委員会長） 

   〃  東山 京子 （町民生委員児童委員協議会長） 

 ⑵欠 席 

  なし 

 ⑶建設課（４名） 

  建設課長 小笠原 博文 

  都市計画グループリーダー 荒道 真一 

  都市計画グループ 主査 小山 達也 

      〃    主査 泉山 静香 

 

【次第】 

 １ 委嘱状交付 

 ２ 開  会 

 ３ 町長あいさつ 

 ４ 会長及び副会長選出 

 ５ 会長あいさつ 

 ６ 諮  問 

 ７ 審  議 

  ⑴階上町下水道事業経営戦略の改定について 

  ⑵合併処理浄化槽設置費補助金交付事業について 

 ８ 答  申 

 ９ 閉  会 

  



- 2 - 

会議内容要旨 

 

１ 委嘱状交付 

 ＜委嘱状交付＞ 

 

２ 開会 

（建設課長） 

  それでは、ただいまより、階上町下水道審議会を開催いたします。会議に先立ちまして、

町長より御挨拶申し上げます。 

 

３ 町長あいさつ 

（町長） 

  皆さんこんにちは。 

  本日はお忙しい中、階上町下水道審議会に御出席をいただきましてありがとうございま

す。 

  また、委員の委嘱につきましても、快くお引き受けいただき、重ねて感謝申し上げます。

当町の下水道事業会計は、昨年 4 月 1 日から地方公営企業法の一部を適用した公営企業会

計に移行し、更なる経営の効率化健全化に取り組んでいるところでございます。 

  先月、埼玉県八潮市では、下水道事業に関わる大規模な道路陥没事故が発生し、インフ

ラの点検や更新が非常に重要なものと認識をされました。 

  今回の経営戦略の改定に当たっては、こういった施設の老朽化に係る更新費用や今後の

加速する人口減少を踏まえた料金収入や、物価上昇等を反映した維持管理費等の将来予測

を行いながら、経営安定化を図るための経営改善方策や経営目標を設定しております。 

  委員の皆様には、町の将来を見据えた下水道事業及び合併浄化槽事業のあり方や、持続

可能な下水道事業運営の運営について、忌憚のない御意見をお聞かせくださいますようお

願い申し上げまして挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（建設課長） 

  続きまして、委員の紹介をさせていただきます。お配りしております委員名簿に従いま

して御紹介させていただきます。（委員紹介） 

  次に事務局であります建設課の担当職員を紹介いたします。（建設課職員紹介） 

 

４ 会長及び副会長選出 

  ＜会長及び副会長の自薦・推薦を諮り、委員の事務局案の声があり、会長に鈴木委員、

副会長に廣田委員を選出し、全委員より了承された＞ 

 

５ 会長あいさつ 

 （会長） 
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  はじめまして、私八戸工業大学の鈴木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

私の所属は、建築土木工学コースということで、学生たちに、建設分野の上下水道、あと

は環境全般について教えています。市町村さん、県も含めて水道、下水道、廃棄物関係の

いろんな相談を受けています。 

  今回も階上町さんから下水道審議会があるということでお声掛けいただきました。青森

県内で下水道審議会がある自治体って少ないんです。特に町村でほとんどは開かれてない

状況なんですね。その中で、階上町さんの場合は住民の意見をちゃんと反映させるために、

こういう審議会があるっていうのを私は高く評価しています。ですから今日は皆さんで下

水道事業の今の問題っていうのをまずは理解をして、どういう方向で進めればよいか、こ

の経営戦略について、皆さんと相談していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

６ 諮問 

（建設課長） 

  続きまして諮問に入ります。それでは町長から諮問いたします。お願いします。 

 

（町長） 

  階建発第901号 令和 7年2月 20日 階上町下水道審議会会長殿 階上町下水道事業経

営戦略の改定について及び合併処理浄化槽設置費補助金交付事業について諮問いたします。 

  このことについて、下記の事項について、審議会の意見を求めます。 

  諮問理由（1）階上町下水道事業経営戦略の改定について、中長期的な基本計画として平

成 29 年 3月に「階上町公共下水道事業経営戦略」及び 「階上町漁業集落排水事業経営戦略

策定」を策定し、その後令和 5年 3 月に見直しを行っています。 

  今回、社会情勢や事業を取り巻く環境の変化、令和 6 年 4 月から地方公営企業法適用に

よる公営企業会計へ移行したことなどを踏まえ、計画的・効率的な経営を行っていくため

の経営戦略を改定するに当たり、階上町下水道審議会を開催し、貴審議会に意見を求める

ものです。 

  諮問理由（2）合併処理浄化槽設置費補助金交付金事業について。合併処理合併処理浄化

槽設置費補助金交付事業については、令和元年度に実施した下水道審議会において、整備

計画基数及び補助金額について検討が行われ、それに基づき、令和 2 年度から令和 6 年度

までの 5年間の生活排水処理基本計画を決定し、実施しております。 

  今年度は計画の最終年度に当たるため、これまでの事業内容や現状を踏まえ、令和 7 年

度から令和 11 年度までの次期 5か年計画を策定するに当たり、階上町下水道審議会を開催

し、審議会に意見を求めるものです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

  よろしくお願いいたします。委員の皆様としっかりと審議させていただきます。 

（建設課長） 
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  ここで町長は次の公務のため退席させていただきます。 

  ＜町長退席＞ 

 

７ 審議 

⑴ 階上町下水道事業経営戦略の改定について 

（建設課長） 

  それでは、審議に入ります。審議につきましては会長より進行をお願いいたします。 

 

（会長） 

  会長に推薦されました八戸工業大学の鈴木と申します。皆様どうぞよろしくお願いいた

します。 

  それぞれの専門的な言葉が並んでいてわからないこともあると思いますので、簡単なこ

と、この言葉はどういう意味ですかという質問でも構いません、とにかく皆様の意見が大

切ですので、気軽に質問していただければと思います。 

  それでは審議に入らせていただきます。 

  次第に基づきまして、審議事項の一つ目、階上町下水道事業経営戦略の改定について、

事務局より御説明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

  ＜資料１により説明＞ 

  それでは下水道事業の経営戦略について御説明いたします。 

  お手元の資料 1-1 汚水処理構想基本構想図を御覧ください。こちらが当町の現在におけ

る汚水処理計画になります。汚水処理構想基本構想は、快適な生活環境の実現と海や川の

水質保全を図るため、汚水処理施設の整備方針を示したものになります。 

  当初の計画図は【A石鉢・赤保内処理区】【B駅前処理区】【C大蛇処理区】となっており、

赤色と紫色で塗りつぶしになっている部分が既に整備された区域となります。 

  次に「資料 1-2 階上町下水道事業経営戦略【概要版】（案）」を御覧ください。こちらは、

「資料 1-3」の改定案をまとめたものになりますので、こちらを使用して御説明いたしま

す。 

  １経営戦略の目的・計画期間。下水道事業の健全化を行い、持続可能な運営を図れるよ

う経営戦略を改定することを目的とします。計画期間は総務省の求める期間が 10 年以上を

基本としていることから、10 年とし、令和 7年度から令和 16 年度の 10年間とします。対

象事業は、公共下水道事業、漁業集落排水事業で、令和 6 年度から地方公営企業法の一部

を適用し、単式簿記の官公庁会計から、複式簿記の企業会計へ移行しました。 

  ２現状と課題。2.1 施設の老朽化。処理施設・ポンプ施設は整備から 14～24 年が経過し

ており、機械・電気設備の標準耐用年数である 20 年を超過しますので、今後更新を行う必

要があります。土木・建築設備の耐用年数は 50年であることが多く、管渠施設では標準耐

用年数を超えているものはありません。 
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  2.2 使用料収入の減少。使用料について、現在は公共下水道の普及工事を進めているとこ

ろですので、微増傾向にありますが、人口減少に伴い使用料収入も減少することが見込ま

れます。使用料収入を増加するためには、水洗化率の向上、適正な使用料への改定検討等

を行う必要があります。 

  2.3 支出の削減。人口減少に伴い、流入水量が減少すると、施設利用率が低下し維持管理

効率が低下し、汚水処理原価が上昇します。これは、たくさん流入があってまとめて処理

した方が汚水処理費は低く抑えられるのですが、流入量が少ないと 1 トン当たりの汚水処

理費が高くなるからです。 

  設備の改築更新に過大な投資が発生する恐れがあることから、施設のダウンサイジング、

施設規模の縮小や、包括的民間委託、これまで町が別々に発注している維持管理や薬品の

発注、修繕等の小さい工事をまとめて委託する方法です。など、今後は、さらに効率的な

施設管理を行って、支出を削減していく必要があります。 

  ３経営の基本方針。総合振興計画等の上位計画を踏まえ、以下を基本方針とします。 

 方針１：公共下水道施設の整備促進 

 方針２：公共下水道施設及び漁業集落排水施設の適正な維持管理 

 方針３：公共下水道施設及び漁業集落排水施設の経営の安定 

  ４現状継続時の収支シミュレーション。将来の老朽化対策や公共下水道の未普及整備事

業（現認可区域）等を加味し、将来の投資額を予測しました。現認可区域について御説明

しますので、参考資料「はしかみの下水道」と書かれたパンフレットの 16 ページから 17

ページを御覧ください。最後から、２ページ、３ページの図面です。黄色に塗りつぶされ

ている部分が整備済みの部分になります。現認可区域とは、塗りつぶしから少しはみ出し

て見える赤枠のことです。認可区域は、国の許可をとって実際に工事をする区域になりま

す。 

  資料 1-2 階上町下水道事業経営戦略【概要版】（案）に戻ります。 

  ４現状継続時の収支シミュレーション。シミュレーション結果では、図 4-1 のように R8

年度まで公共下水道の認可区域の管渠整備を実施し、R12 年度には機械設備が更新時期を

向かえるため、投資額が増加しております。R14 年度では大蛇漁業集落排水が更新により増

加しております。表 4-1 では、現状継続時の経費回収率が記載してあります。こちらは、

施設維持管理費など、使用料で賄うべき経費をどの程度賄えているかを表した指標で、理

想は 100％です。公共下水道の現状は 35％ですが、整備の促進と水洗化人口の増加により

向上する見込みで将来予測は 39.7％となっております。漁業集落排水事業は現状 25.8％か

ら、人口減少の影響もあり、19.2％と 20％を下回る結果となりました。 

  ５経営改善方策の立案と目標の設定。経費回収率の改善方策として、どちらの事業も 5

年ごとに 10％使用料を値上げして、漁業集落排水事業はさらに水洗化率を 80％に向上させ

た場合のシミュレーション結果です。 

  経費回収率は公共下水道の現状 35％から目標値 40％、漁業集落排水事業の現状 25.8％

から目標値 26％となっています。 

  シミュレーションには反映されておりませんが、更なる経営の効率化、安定化に向け、
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ストックマネジメント計画、こちらは点検や更新に関する計画です。こちらの計画で改築

更新費の削減や平準化を図ったり、処理場維持管理等の業務委託の共同発注（町が単独で

発注を行っているものを、近隣市町村と共同して、まとめて発注すること。）で価格を安く

抑えたり、下水道 BCP 計画（大規模な災害などがあった際に下水道施設が早期回復できる

ようにするための計画）の策定等、検討を行う必要があります。 

  ６経営戦略の事後検証、更新方法。今回の検討は、現時点の計画に基づいて試算してお

りますので、今後の社会情勢によって計画内容を更新していく必要があります。毎年、財

政計画と事業実績に乖離が生じていないかを確認します。計画と実績に大きな差が出た場

合は、改善策を検討し計画に反映します。また、下水道使用料の適正化を図るため、5 年毎

の令和 8年度と令和 13年度に下水道使用料改定の検討を行う計画としております。 

  次に、令和 4 年度の改定で説明資料として使用していた総務省様式の経営戦略について

御説明します。 

  「資料 1-3 階上町下水道事業経営戦略（改定）（案）」最後の方、77ページ以降、こちら

が総務省の様式になります。こちらは、平成 28年度の策定から、令和 4年度の見直しの際

にも使用している様式となります。 

  令和 4 年度の見直しから大きく変更となった部分は、最初の方にもお話しましたが、令

和 6年度から地方公営企業法を一部適用したことです。 

  複式簿記に変わったことで固定資産の評価額が計算され、資産の価値を耐用年数で振り

分ける減価償却費や、国庫などの収入を償却資産と同様に振り分ける長期前受金など、実

際に現金の動きがない評価が反映されました。 

  収支計画について、簡単に御説明します。公共下水道と漁業集落排水事業でそれぞれ作

成しておりますので、公共下水道から御説明いたします。 

  A3 の用紙を御覧ください。右上に小さく別紙 1：公共と表示がありますでしょうか。左

側の上の方に番号が振ってあります。 

  1 番営業収益、令和 4年度 3千 473万円、令和 16 年度 4 千 828 万円。こちらは 2 番の下

水道使用料収入と、4番その他の収入、下水道の接続検査の手数料収入です。 

  5 番、営業外収益、令和 4年度 1億 2千 923 万 6 千円、令和 16年度 1 億 9 千 606 万 9 千

円。こちらは 7 番の他会計補助金です。一般会計からの補助金のうち、営業支出に充てる

ための補助金です。 

  9 番、長期前受金戻入、国庫などの収入を耐用年数に応じて将来へ振り分けたもので、企

業会計移行前の令和 4、5 年度は、資産の評価がなされていないので計上がないものです。 

  14 番、営業費用、令和 4 年度 7 千 41 万 3 千円、令和 16 年度 1 億 9 千 66 万 6 千円。主

なものといたしまして、15 番職員給与費 19 番の経費、経費には 20番の動力費、電気代が

動力費に当たります。21 番、修繕費、固定資産の価値に影響しないような簡単な修繕がこ

れに当たります。 

  23 番、その他、こちらは維持管理委託料や薬品費が計上されています。 

  計算方法について、4年度の見直しでは、一定額で収支計算を行っておりましたが、6年

度からは、物価上昇率や更新等を見込んだ試算結果を記載しておりますので、年々増加し
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ております。 

  24 番、減価償却費、資産の価値を耐用年数に応じて将来へ振り分けたものです。この 24

番の現金の支出を伴わない、減価償却費が計上されることで、金額が増額となっておりま

す。 

  25 番、営業外費用、令和 4年度 2千 788 万 2 千円、令和 16年度 1 千 62 万 4 千円。こち

らは 26 番の償還金支払利息です。 

  33 番、当年度純利益。利益が出ているように見えますが、一般会計からの繰入金に頼っ

ている状態で、今後、施設の点検・更新等で厳しい財政状況になることが考えられます。 

  次のページに移ります。50 番、企業債。令和 4年度 3 千 880 万円、令和 15、16 年度の借

入の予定はございません。こちらは管渠整備などの建設改良費に充てるための借入になり

ます。令和 8年度まで管渠の布設工事を進め、その後は更新工事費を借入する予定です。 

  53 番、他会計補助金。こちらは償還金元金の返済や建設改良に充てるための一般会計か

らの補助金です。 

  56 番、国、県補助金。建設改良のための国や県からの補助金です。 

  58 番、工事負担金。こちらは受益者負担金になります。受益者負担金とは、下水道が使

用できるようになった土地にかかる負担金です。階上町では 1 ㎡当たり 380 円の負担金を

徴収しています。 

  59 番、その他消費税の還付金が計上されています。 

  63 番、建設改良費。管渠整備等の工事費です。 

  66 番、企業債償還金、借入れした企業債の償還金です。 

  72 番、損益勘定留保資金、減価償却などの現金を伴わない支出により企業内に留保され

た資金です。 

  79 番、企業債残高。こちらは借り入れしている企業債の残高になります。 

  令和 4 年度で 20 億 1 千 8 百万 50 万 3 千円、令和 6年度で 20 億 7 百 47 万 5 千円、令和

16 年度では 10億 9 千 7百 63 万 9千円と、償還により減少していく見込みです。 

  下の表は、他会計繰入金、こちらは一般会計の繰入金をまとめたものになります。基準

内、基準外とありますが、これは総務省の繰入基準に基づいて分けたものになります。 

  86 番、一般会計からの繰入金の合計は、令和 4 年度 1億 5千 777 万 7 千円、令和 6年度

は 2 億 9 千 544 万 8 千円で、企業会計移行のため、運転資金も繰入しており金額が増額と

なっています。令和 16年度では 1億 6千 909万 5 千円を繰入れする予定です。 

  続きまして、漁業集落排水事業の収支計画についても簡単に御説明します。右上に小さ

く別紙 1：漁集とありますでしょうか。左上の方に番号が振ってあります。 

  1 番、営業収益、令和 4年度で 750 万 6 千円、令和 16 年度で 728 万 6 千円を予定してお

りまして、主なものは 2番の使用料収入です。 

  2 番、営業外収益、令和 4 年度で 3 千 285 万 5 千円、令和 16 年度で 2 千 866 万 9 千円、

他会計補助金の金額になります。 

  10 番、その他は、町の指定する排水工事業者の登録手数料になります。 

  14 番、営業費用、令和 4年度で 2千 284 万 6 千円、令和 16年度で 6 千 40 万 7 千円とな
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っております。 

  33 番、当年度純利益。プラスになっていますが、公共下水道と同様に、一般会計からの

繰入金に頼っている状態で、今後、施設の点検・更新等で厳しい財政状況になることが考

えられます。 

  次のページに進みます。50 番、企業債、漁業集落排水事業は工事が完了しておりますの

で、更新事業までほとんど借り入れはありません。令和 6年度の借入 70万円は企業会計移

行のための会計支援事業の分でございます。大きくかかるのは令和 14 年度の更新事業でご

ざいます。 

  66 番、企業債償還金、令和 4年度 2千 209 万 1 千円、令和 16年度では 39 万円となりま

すが、14年度の借り入れが 5年間の据え置き期間がありますので、今後金額が増額する予

定です。 

  79 番、企業債の残高は令和 4年度で 10億 889 万 7千円、令和 16年度 4 千 844 万 3 千円

となる見込みです。下の表、他会計繰入金です。 

  86 番、令和 4 年度の一般会計からの繰入額の合計は 3 千 833 万 6 千円です。令和 16 年

度の合計額は 2千 866 万 9 千円です。 

  県へ提出後、指導を受けた場合は、軽微なものであれば、修正することがありますので

御承知おきください。 

  最後に、パブリックコメントについてです。 

  今回の改定に当たり、パブリックコメント、意見募集を行いました。募集期間は令和 7年

1 月 24 日から、令和 7年 2月 18 日まで、募集方法は、持参、郵送、ファクシミリによる書

面と、電子メールでの募集を行いました。周知方法はホームページや広報で、閲覧場所は

建設課としておりました。募集の結果、１件の御意見がありました。 

  階上町下水道事業経営戦略（改定案）に対するパブリックコメントの実施結果を御覧く

ださい。内容といたしまして、「ポイント、概要がわからない。変更点が分からない。意見

を出しようがない。」という御意見でした。 

  回答案といたしまして、「前回と同様の国が定めた様式によりパブリックコメントを実施

しておりますが、改定した際には、分かりやすい資料としてポイントをまとめた概要書を

町ホームページに掲載します。前回改定からの大きな変更点は、公営企業会計法を一部適

用し、固定資産の評価を行ったことから、収支計画に減価償却費や長期前受金戻入等の現

金収支を伴わない収支が見込まれていることや令和 4 年度には試算されていない物価上昇

を加味した維持管理費や更新工事費用を見込んで改定しております。」と回答したいと考え

ております。以上になります。 

 

（会長） 

  御説明いただきありがとうございます。 

  それでは、ただいまの資料 1-1 から 1-3 まで、皆様方から分からないことなどあったら

質問いただければと思います。よろしくお願いいたします。 
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（委員） 

  パブリックコメントを受けるとき、閲覧場所に建設課とあるけど、ホームページに出し

ていませんでしたか。 

 

（事務局） 

  出しています。 

 

（委員） 

  出していましたよね。少し見たんですが、プロに任せるしかないかなと。あと、資料 1-

2 について教えてほしいです。官公庁会計と企業会計とは何でしょうか。 

 

（事務局） 

  官公庁会計は単式簿記で現金の出し入れだけの会計でしたが、総務省の要請を受け、令

和 6年度から企業会計として複式簿記で会計を行っています。会計の制度が変わりました。 

（委員） 

  聞いてもよくわからないです。 

 

（事務局） 

  町の一般会計では、単年度で、現金がいくら入ってきて、いくら払ってという現金だけ

を着目してきたのですが、この下水道事業会計は、使っている方から使用料をもらって、

例えば漁集であれば大蛇の処理場を維持するために使う現金と、管渠の工事等、施設を作

ることによって資産も増えますので、お金だけではなくて資産など、両面で見て経営して

いきます。 

  会社とかは複式簿記、資産があって、減価償却費だとか、そういうのは一般会計、現金

の考え方には出てこないものですよね。そういう考え方も含めて、下水道事業というのを

経営してくださいと、そのためには複式簿記ということで、当町においては、今年度から

そのような会計方式で運営しています。 

 

（委員） 

  少しはわかりました。 

 

（建設課長） 

  これまでは、例えば下水道の管を 100 万で整備したときに、資産については、官公庁会

計には入らない。複式簿記にしたときに、簡単に言えば、その 100 万のものが資産として

入ったことで、その分が会計に組み込まれて、減価償却で目減りして、耐用年数分で償却

するような会計になっています。 

 

（委員） 
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  だいたいわかった気がします。 

  ここで言うことではないかもしれませんが、人口減少に伴って、失礼ですけど、役場な

り、どこででも同じなんだけども、人口を増やさなくても減にならない方策を町としてや

っていかなければならない。そっちの方も考えてもらえれば。 

 

（建設課長） 

  重要な施策として必要なものと思っています。下水道の経営戦略ということで、現状で

どうなっていくかというところで戦略を組んでいます。あとは町の方で何とか人口を増や

す方法がないかというところは、また別のところで話し合って考えていきたいと思います。

当町で言えば新築補助金等で、他の市町村から来ていただくような事業を行ったりして、

増えれば一番いいですが、減らないような施策として事業は進めいているところでござい

ます。 

 

（委員） 

  もう一つ、資料 1-3 の 25 ページ。階上町の料金のところ。単価設定の違いはなぜか、他

との違いは。 

 

（建設課長） 

  当町の場合はまず、基本使用料として 5 ㎥までは 1,108.8 円になっています。他の市町

村も区分けをしていて、当町は大口使用料の区切りを 50 ㎥までで設定しております。使用

料の見直しの際にはこの区切りについても議論になってくるんですけれども。他の市町村

を参考にしながら考えていくことと思います。郡内は大体同じくらいの金額になります。 

 

（委員） 

  駅前処理区の計画があるのですが、事業開始の目途はあるんですか。 

 

（建設課長） 

  令和 8 年度までは石鉢処理区、赤いところですね、ここをまず終わらせる計画になって

います。全体計画では駅前等も入ってくることになりますけども、当時人口が増えていた

ころに生活環境を良くしていかなければならないということで全体計画として見てきたと

ころになります。 

  ただ、そのときは人口減少の話は、まだあまり議論されてなくて、まだまだ人口が伸び

るんじゃないかっていうときに作ってる計画で、これからは、まず人口が減少していく中

で、投資的、今までは老朽化の話もあまり議論されていなくて、こないだの八潮市の事故

等もあってですね、これからはそういうふうな点検とか更新に力を入れていかなければな

らないという中で、今後 9 年度以降、どうしていくのかっていうところは、これからまだ

考えなきゃならないところです。国の事業の方もですね、10年概成という考え方があって、

10 年以内に下水道事業をおおむね完成させなさいっていうふうな方針があります。 
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  その期限が令和 8 年度までとなってましたので、その後どうなっていくのかっていうと

ころを、国の情報を掴みながら、さっき言った老朽化対策とか、あと人口が減少していっ

て、使用料の回収ができるのかっていうところを全体的に勘案しながら、今後整備を進め

るのか、どうするかっていうところを今後考えていかなければならないのかなと思ってい

ます。まずは今考えてるのは、令和 8 年度までの 2 ヶ年で終わらせることと、その後、点

検を今後していくことで、9年 10 年に点検の方をやっていって、更新の計画を定めて、ど

のぐらいの費用がかかるのかっていうところを見定めながら、今後は整備計画をまた考え

ていきたいと考えております。 

 

（会長） 

  はい、ありがとうございました。他に何か御意見ありますか。 

 

（委員） 

  一番早くできたのは漁集で、それこそ老朽化対策を施さなければならないことになると

思いますが、いつ頃になるんでしょうか。 

 

（建設課長） 

  点検は、資料の 1-2 の、真ん中のところに図 4-1 とあります。これが 8 年度まで青い棒

グラフが伸びているかと思います。ここまで、8年度までは公共下水道の管渠工事をしてい

ます。9 年、10 年で点検の計画とかを立てながら点検を実施して、12 年度にまた青い棒グ

ラフが並んでいますけど、こちらは公共下水道で、こちらも更新時期を向かえるものが出

てくるので、ここで 1回更新を考えています。14 年度に今度はグレーのグラフが出てくる

んですけど、こちらは漁業集落排水事業の更新というところで、費用を見ているところで

す。 

 

（委員） 

  ちょっと確認するんだけど、これ、小舟渡もプランには入っている。その確認です。 

 

（建設課長） 

  はい、それにつきましても、先ほどお話をさせていただいたんですけれども、やはり総

合的にですね、これからの点検とか更新費用とか、あとは国の補助金とか、今みたいなこ

の経営戦略のシミュレーションをもう 1 回して、町の繰入金がいくらになるのかっていう

のを考えながら、最終的に決めるしか今のところはないのかなと思ってました。 

  今、決断できるかというと、できなくて、点検それから国の補助金の見通し、これを見

定めながら今後もお話をさせていただきたい。 

 

（委員） 

  プランで終わる場合もあるのか。 
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（事務局） 

  今のところはちょっと回答が難しいですね、申し訳ないです。 

 

（委員 A） 

  お金かかるしね、新しいプランというかそういう漁集を新しくする補助金制度とかそう

いうのはできていないんですか。 

 

（委員 B） 

  漁集は今は頭数が少ないし。 

 

（委員 A） 

  その時の組合長は指導力があったから。自分から率先してやっていた。今は無理でしょ

う。 

 

（委員 B） 

  我々は補助金で漁集使っています。ありがとうございます。 

 

（建設課長） 

  大蛇の漁集は、本当に人口が減っている状態なので維持していくために、接続をしてい

ただければ、まだまだ使えるのかなと思いますので、接続してもらえるような取り組みを

皆さんからも声掛けしてもらえれば。 

 

（会長） 

  他に何かありますか。今の質問を受けて、私からも解説させていただいてよろしいでし

ょうか。ちなみに何時ぐらいまでの会議ですか。 

 

（事務局） 

  4 時ぐらいまでであればと思うんですけども。 

 

（会長） 

  ちょっと私の方から、課題とか含めて解説いたします。 

  まず資料 1-1 こちらについては、これがですね最初に書いたように階上町さんの汚水処

理構想っていう形で、それぞれ汚水を処理する地区ですね。それをこの地図の中に各区域

を示しています。 

  下水道ですね、これが整備されているのが、八戸工業大学と接している赤色の蒼前地区

ですね、そこにあります。 

  下水道の処理施設これがちょっと下の方になりますけど、Tと書いてあるところですね。
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茨島浄化センターそこまで下水道管で繋げてるんですね。 

  よく見てほしいのは、この赤く塗ってある地区、ここには下水道管がほとんど入ってい

ます。 

  この赤くなっているところで斜線が一部ありますけど、ここの部分が平成 8 年度にかけ

て整備をこれから進めていく地区という形になると思います。令和 8 年まで整備を進めて

いく地域という形になります。 

  あと斜線の引いてあるところはまだ整備していない地域になります。 

  それでここの問題の一つは、この蒼前地区からこの茨島処理場まで下水道管を引いてる

んですけども、やっぱりその間に下水道を集めるようなまだ整備ができてないですね。下

水管を埋めてそこで下水を流すだけの仕組みになってます。 

  あと、それよりも先行して整備されたのは、この C の大蛇地区ですね。ここは漁業集落

ですか。ここはもう完成ですね。 

  あとは手つかずなのが、この B の駅前処理区っていうことで、階上駅周辺ですね。ここ

も区域としては指定されてますけども下水道整備を行えてない地域という形になります。 

  今の話はここの蒼前地区のところの話と、大蛇地区のところのそれぞれの下水道事業の

経営の話になっています。 

  下水道料金収入がどれぐらいあって、経営が成り立っているのか。経営を成り立たせる

ために町の役場のお金をどれぐらい投入しているのか、という話になります。 

  続いてですね、ちょっと私の方から資料 1-3 になります。こちらの資料を御覧ください。

まず 2 ページですね。 

  解説になるんで、歴史をちょっと振り返ってみたいと思います。そこに 3、階上町の概要

というのがあります。 

  ここに本町の下水道事業は平成 11 年 1999 年になります。ここで下水道の認可を受けて

ここから整備工事が始まったんですね。それで約 10 年かけて整備を行って平成 21 年から

供用、徐々に開始していったっていうことで、比較的下水道としては若い、最近始まった

下水道になるんですね。 

  ここで一つ後で問題を説明していきたいと思います。 

 

  次のページ行きますか。あとはですね 3ページの下半分になります。2-1-1、公共下水道

の整備状況っていうのがありますね。A）整備状況っていうのがあります。ここに最近最新

のデータとして表の右側に R5 と書いてあります。これが令和 5 年度の整備状況です。さっ

きの汚水処理構想図全体の網掛けの部分がありますね。 

  それが全体の面積ですけどもそれが 476 ヘクタール、これが当初計画で階上町全体に下

水道整備しようと計画した面積です。 

  実際にですね、整備した面積が 155 ヘクタールということで、構想図の中の大体 3 分の

1 については整備が終わったということです。なかなかこの整備の面積っていうのがなか

なか増えてないっていうのも一つ課題としてあるんですね。 

  まずそういうが状況をちょっと抑えていただいて、あとはですね、5ページに行きます。 
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  5 ページちょっと表だけになってしまうんですけどもこちらがですね汚水処理原価、水

洗化率になりますね。 

  先ほどの処理区域っていうのがあります実際に下水道が整備されている色が塗ってある

赤と青の地域です。 

  下水の区域で、その区域の中に 3588 人の人が住んでいます。その中で下水道に接続して

くれている人が 2257 人います。つまり下水道に接続している方が 62%しかない。 

  だから地区の人の全員が下水道に繋げてくれてないっていう現実があるんですね。残り

の人は何をやっているかっていうと、御自宅の中の宅地の中にある合併浄化槽とか、そう

いうのに繋げています。 

  下水道事業の一つの問題はあまりにも開始するのが遅かったために、もう既に下水道事

業やる前から皆さんの宅地には、合併浄化槽があって、後から下水道が来たもんですから、

あまり繋げる必要がないっていうそういう課題が一つあるんです。 

 

（委員） 

  あるかもじゃないですか。調べてるわけじゃないからあるかもじゃないですか。 

 

（会長） 

  ごめんなさい。ちょっと言葉で気に入らないところがあったかもしれないです。 

 

（委員） 

  私先生に失礼ですけども、何年間かで 62%って普及率にしたらどうですか。年数からみた

ら、おそらく高い方じゃないですか。 

 

（会長） 

  うん、私が言っている意味は、まだこの中で下水道に接続できてない方がいるっていう

ことを言ったんです。あとはですね、ちょっと課題となっているところだけ言います。ち

ょっとこの冊子全部ちょっと説明できないんですけども。 

  あとは、漁業集落の 7 ページからですね。次は漁業集落になってます。こっちはもう既

に整備済みとなっていまして、計画した地域、さっきの青色の地域全体が整備済みになっ

ています。ですから皆さんの御自宅の近くには下水管が道路の下には下水管は届いている

ということですね。 

  その地域の中で、次は 9 ページになります。大蛇地区だけなんですね。その中の青色の

中に住んでいる方が 668 人で、その中の下水に繋げている人口が 458 人 68%ですね。これ

も同じような形になります。これを見ますと水洗化率っていう下水道に繋げている率が令

和元年には 69%だったのが令和 5年には 68%という形でちょっと減ってしまっていると、こ

れは人口の減少とかそういったこともあるのかもしれません。 

  あと次のページですね。これが汚水処理水量とか有収水量っていう形になります。それ

で令和 5 年表の中の一番右側、令和 5 年見ますと、汚水処理水量っていうのがあります。
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これが実際にその下水処理場で処理した水の量になります。 

  その下に有収水量っていうのがあります。これはですね皆さんの御自宅にある水道メー

ターで検針した実際の見積もりを、下水道っていうのは、基本的に皆さんが使った水道が

そのまま下水管にし、最終的には流れるっていう形で要は、下水管に入った水の量が有収

水量で、下水処理から出ていくのはこの汚水処理水量、この場合有収水量が 85%っていう。

下水道に入った水の量よりも汚水処理した水の量が多い。 

  どこからか水が入ってきちゃって今度はその理由はちょっとわかりませんけども、もし

かしたら下水管の中でどこか漏えいを起こして地下水が入っているとか、あとは間違って

何か配管が接続されちゃってるとか、いろんな理由があって、こういったところも一つ課

題があるんですね。ですからここの部分も要は水処理ってお金かかることです。これ実際

には皆さんが使った下水の量としては 4 万 4000t ぐらい使っているんだけども実際には 5

万 2000t 水処理をしてるってことでその分そうですね。やはりお金がかかっているってこ

となんですね。 

 

（委員） 

  井戸水使っているところもあるから。 

 

（会長） 

  だからそういうのはカウントされてない可能性もありますね。ただそれも実際理想的に

は全部水メーターをつけてどれぐらい使ってるかっていうのが明らかになるのがいいんで

すよね。それでもなかなか難しいですね。 

  あと、財産、次はちょっと 22ページの方をちょっと御覧ください。階上町さんの下水道

事業の経営状況の一つ収益的収支。これは 1 年間の平均下水道事業を運営する実際のお金

の収支について書かれたところです。 

  ここには皆さんからの下水道の料金収入とか、あとどれぐらい支出があったかっていう

その大まかなものがここに書かれています。この中で注目してほしいのが、その表の 2.3

ってありますね。真ん中のページの真ん中の表です。 

  この中に表 2.3 の下から二つ目収益的収支の比率というのがあります。これが 86%です

ね、令和 5 年で。要はあの下水道事業にかかるお金の 86%分しか実は賄えていないってい

う現実があるんですね。 

  下の漁業集落についても同じで 82%っていう形で、いずれにしても、やっぱり料金収入で

賄えていないっていう、こういう問題が一つあります。そこら辺が一つ課題となるんです

ね。この賄えていない料金をどういうふうにやって事業の成り立っているかっていうと、

これが階上町役場さんの一般会計って下水道とは違ってですね、一般の予算から赤字を補

填している。形になります。 

  下水道事業っていうのは、基本的には他の例えば八戸市営バスとか病院もそうなんすけ

ども、みんなの独立採算事業なんです。料金収入で得たお金から全部の事業を支出するお

金を賄わなきゃいけないっていうのが決まりになってるんです。その事業が成り立たない



- 16 - 

ときは税金を使うという。そういう仕組みになってるんですね。それで先ほど言ったよう

に階上町さんの下水道事業はこれで助成金で補っていくと。本来理想的なことで言えばこ

の地域の皆さんの下水道料金の収入で全部を賄えることが必要。ここが一つ問題なんです。 

  本来であれば下水道を配備した地域であれば、その地域の方の下水道収入から全部賄う

必要がある。それができない場合は町の税金を使って、賄う。そうすると、下水道地区に

いる人のための運営事業費を下水道配備してない地域の税金から負担していく。そういう

構造があるんですね。ここが一つのやっぱり課題としてあると思うんです。 

  これは階上町さんだけじゃなく各地の他の市町村のやつでも同じことを言ってます。公

平性っていうことで、一つ課題があるんですよね。税金が特定の地域の人に、町全体の税

金を使っちゃって補填しているっていうそういう構図があるんですね。なんかそこら辺を

どうにかしたい。 

  25 ページですね。ここで八戸圏域市町村の下水道使用料金、それぞれ市町村さんの下水

道料金が書かれています。階上町さんについてはそんなに安くもなく、この中で言えばそ

うですね真ん中ぐらいなんですかね。 

 

（建設課長） 

  ちょっとよろしいですか。24ページのところにですね、表の 2.8 ここで比較したのが③

のところを比較していただければ、20 ㎥当たりの金額がこっちはついているんで、これで

やっていただければと。 

 

（会長） 

  ここで 20 ㎥て標準的な使用量です。ここの金額が出てますね。大体これで大体比較をす

るわけですけど、でも一番下水道事業規模が大きい八戸市と比べても大体どうですか。同

じような形。五戸とか新郷がちょっと安く抑えられてるかなっていう気はしますね。 

 

（委員） 

  特環？ 

 

（建設課長） 

  特環と呼ばれる下水道があるんです。 

 

（会長） 

  おいらせは低く抑えられてますね、人口がだんだん増加している地域っていうこともあ

って、そういったことが行われているのかもしれません。 

  六戸町は上北郡ですか？ 

 

（建設課長） 

  上北です。 



- 17 - 

（会長） 

  それでちょっと 29ページの繰入金になります。それでここはちょっと難しい話になっち

ゃうんですけども法律ですね。こういう公共事業を行う場合に繰り入れる一般の予算から

こういう特定のですね、公共サービスに税金を投入する場合のルールがあります。その中

でこの基準内っていう繰入金がありますね。これはある一定の基準を満たしているものは

お金を投入してください。基準を満たしてないもの、実はこの基準があるんですけど、そ

れが基準外の繰入金というのがあります。今これ全国の下水道事業では問題になっている

この基準外の繰入なんです。これがいわゆる赤字の補填という形になります。 

  ここで見ると令和 5年では 7200 万円ですか、下水道事業これぐらいの赤字補填をしてい

るということです。 

  次のページに漁業集落排水事業がありますね。こちらでは、1640 万円ほどの赤字補填を

しているという。こういう現実もあるんですね。こういう赤字補填をしないと下水道事業

が成り立たないっていう状況が続いている。こういった例えば下水道事業ってここだけ見

てもそうですけど、非常に厳しい経営状況なんだなっていうのがわかると思います。 

  それで次のページには企業債っていうことで、これまでに下水道の整備事業で、お金を

ね、借り入れて、そのお金で下水管とか施設を整備してるわけですけども、それが残高が

それぞれ桁が、これは 20 億円ですかね。漁業集落の方が 9200 万円ということでこれぐら

いの借金を抱えているということです。これを本来であればその下水道地区に住んでいる

方ね、下水道に繋いで、その使用料金でまかなわなきゃいけない。理想は。でも今の状況

ですとなかなか難しいかなっていう状況も見えてきます。 

  あとはその次は 32ページですけども、ここにはそれで階上町役場さんの中のそれぞれ公

共下水道と漁業集落排水、そういう意味で関わっている職員さんが示されています。要は

下水道事業をやる場合は、その料金収入の中から職員さんのお給料も支払わなきゃいけな

い、っていう形になるんです。独立採算なんですね。そういう状況があります。 

  あとすいません次 34 ページです。すいませんちょっと説明が長くなってしまって。次は

ですね、ちょっとそこに真ん中に大きく表がありますね。表の 2.15、各経営指標の比較と

いうのがあります。これ下水道事業になります。 

  その中に表の真ん中、③番汚水処理原価っていうのがありますそこのところを御覧くだ

さい。これは 1 ㎥ 1 トンの下水を処理するのに実際どれぐらいのお金がかかっているかっ

ていう、その単価を示しています。これ令和 4 年の数字ですけど 496 円っていうお金が 1

トン当たりかかっている。実際に下水道使用料その料金収入ですね、どれぐらいかかって

いるかっていうと実績の使用料これはどこだったかな。26ページでしたね。そこの表に一

番下の項目に実績の使用料単価で、これが 1 ㎥当たりどれぐらいのお金を払ってもらって

いるかっていうと、148 円なんです。さっきの 34 ページを見ると実際には下水処理に 496

円のお金がかかっているということで、原価割れしてるんですね。簡単な話、商売してる

と、200 円のものを 100 円で売っちゃってるとか商売が成り立たないようなこういう料金

収入構造になっているっていう。その差を税金で穴埋めしているという形になります。こ

れは階上町さんだけじゃなくて、各市町村の下水道事業がそういう感じです。 



- 18 - 

  ということで、その後これから先の方向性を考える上で重要になってきますから、42ペ

ージ以降をちょっと見てください。時間大丈夫かな、ここからですね将来の事業環境って

いうことで、これ投資財政計画を作成するに当たって、人 ・物 ・金の視点、これよく言われ

ることなんですけども、将来の事業環境を予測するということが大切になってきます。 

  まずはですねこういう下水道事業をやるときに、一番重要な点は人口の推計なんですね。

水道もそうなんですけども下水道も廃棄物もそうですこれから先の人口規模とか人口の減

少ですね。そこを推測して、これから下水道の規模感っていうのをまずは計画で出してい

きます。商売をする上ではその事業規模とか、将来性とか、それに当たるものです。 

  今回その中で出てますように、人口の推計では、ここではね、国立社会保障人口問題研

究所の市町村別の人口推計、これを参考に人口推計をしていくんですね。 

  これちょっと事務局に確認したいんですけど、現在の人口推計っていうのは、この社人

研の人口推計じゃなくて人口ビジョンの、ちょっと人口減少が抑える形の人口整備推計を

使ってませんか？要は厳しい人口推計じゃなくてちょっと甘くなって人口推計を使って下

水道計画進めてませんか？ 

 

（建設課長） 

  コンサルに確認しないとわからないんですけれども、社人研の推計で、求めているって

いうことでは聞いていたんですけれども。 

 

（会長） 

  以前の階上町さんのホームページを見た限り、要は安倍政権時代の、地方創生の中で人

口ビジョンを作ってたと思うんですね。あの中でこのままいくと人口がこれぐらいまで減

っちゃうから、地方創生政策で人口の減少を抑えるために、そういう人口の推計特性があ

ったと思うんですけど、もしかしたらそっちの曲線使って下水道計画を立てていませんか。

大丈夫ですか。 

 

（建設課長） 

  ちょっと言いづらいですけど、はっきり言うと漁業集落排水事業に関しては、もう 50 年

後その直線でいくと、ほぼ人口がなくなっちゃうんですね。そういった推計ですので、そ

れはないです。 

 

（会長） 

  わかりました。そうそれでちょっと話がすごい長くなって申し訳ないんですけども、下

水道事業も水道事業もバスの事業もそうなんすけども、これからの経営っていうのはやっ

ぱりすごいシビアに考えていかなきゃいけません。それでやっぱり社人研という国の組織

の各市町村の人口推計ですね。これをもとにやっぱやっていくっていう必要が出てきます。

さらに実はこの推計も若干甘いとこがあって、もうちょっと厳しく見ていかなきゃいけな

い部分も地域によってはあるんですよね。その大元になるのがこの人口の予測になります。 
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  次のページから、どれぐらい人口が、推移が載っています。ここの人口の整備人口の推

計っていうのは令和 8 年まで下水管の整備を続けて、その後接続してくれる人がいるって

いう、そういう前提なんですけども、どれぐらいですかね。どれぐらい増えていくかって

いうと、どれぐらいなんですか、そんなに多くはない？ 

 

（建設課長） 

  そうですね、元の人口が減ってしまってるいので、接続人口が増えても、減ってしまう

ような作りになってしまうんです。 

 

（会長） 

  だから、現状、工事を進めても、あまり実は変わらないんじゃないかと。接続してくれ

る人が増えれば、ここは増えていくんですけども、将来の見通しとしては、やっぱりちょ

っと横ばい傾向にあるっていうことなんですね。非常に厳しい現実でもあるんです。 

  あとは次 45ページです。それを加味してある程度接続してくれる人がいた場合の使用料

収入の予測っていうことで、これから先下水道整備とそれに接続してくれる人がある程度

いて、どれぐらい料金が増えていくかっていうところですね。そこに示しているのがその

数字となります。 

  これもですね、端的に、ちょっと増えることは増えるんですけども、それほど大きな料

金収入には繋がっていかないような形になる。 

  あとは、次のページ、これが施設の利用率。これも大切なんですけども施設の利用率っ

て言って、施設のフルの能力、これを 100%とすると、これから先にどれぐらいの能力を発

揮して運転できるかっていうと、公共下水であっても 40%、漁業集落に関してはこれからも

低下していく一方、人口の減少だと思います。こういう状況だから、いろいろ人 ・物 ・金と

いう意味でも、まず人口が減ってしまう。金もそれほど料金収入が増えない、あと物、そ

ういった人とかお金の面もありますけども、設備利用これもなかなか進んでいかない。こ

ういう状況、ここら辺が一つ大きな課題でございます。 

  そこで次の 48 ページにあります、経営の基本方針の検討という形になります。ここの中

で四角く囲んである中は、事務局の方でも説明してありますがもう一度確認をします。 

  方針の 1、公共下水道の整備促進、これは国の方針にもありますけども、令和 8 年度ま

で、ここまでは整備に補助を出しますよ。それを意識した文言です。 

  方針 2、公共下水道施設及び漁業集落施設の適正な維持管理ということですね。これは、

これからも下水道を使うために必要なことになります。 

  三つ目がちょっと同じ言葉の繰り返しになりますけども、経営の安定です。この経営の

安定っていう言葉は何を示しているかっていうと、理想的には先ほど言ったように、皆さ

んからの料金収入を得て、この下水道事業が運営できるように、そういうことを目指して

いるという意味になります。 

  そのために次の菱形のマークありますね。経営の目標として a）経常収支比率の向上、経

常収支比率を向上させ、経費の回収率、実際にかかっている費用、これを下水道料金でち
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ゃんと賄えるようにしたい。あとは水洗化率、これはつまり下水道管に各家庭から接続し

てもらいたい、こういった願いが込められています。 

  次のページにはそれぞれの水洗化率の目標この場合は計画目標ですね、令和 16年の目標

になっています 10 年後ですね。 

  それぞれ経常的収支比率、これを 90%、経費の回収率これがさっきの料金収入の話ですけ

ども現状 35%を 40%、水洗化率を現在の 63%、64%から 75%という形になっています。 

  漁業集落についても大体同じような数字になってます。ただ漁業集落の方は水洗化率に

ついては現在 69.3%から 70%ということで若干増えるという見込みを立てていってますね。 

  あとは 52 ページですね。これからの設備更新ということで、先ほど事務局から説明あっ

たように、それぞれ下水管とかあと MP、マンホールポンプになります。下水を自然流下さ

せるんですけども、高低差の関係でどうしてもポンプを機械を使って水をあげなきゃいけ

ないところがあります。そういうところはこれマンホールポンプっていうのを設置するん

ですけどその更新費用です。こういう形で令和 14 年とかね、こういったところでそれぞれ

ですね、費用がかかる。 

  あとは 54 ページになります。ここは下水道事業で借り入れしている企業ですね。国債み

たいな借金ですね。ここは一応今のところ年率、0.7%で、計算してそれでここちょっと事

務局の方がお詳しいと思うんです、日銀の方で政策金利値上げしてますよね。そうすると、

この地方債の金利も上がっていくものなんですか。 

 

（事務局） 

  上がっていくものになります。実際は今 0.7％の高めに見ているところではありますが、

今後も上昇していくのではないか、財政の方は見立てでは上がるような見立てをしていま

す。 

 

（会長） 

  そうですね、ですから世界のいろんな状況を見て、中央銀行の方でも金利を上げていく

と思うんですけども、もしかしたら、想定している 0.7 よりも上がっていくかもしれない。

そうするとやっぱ返済するお金が増えていってしまう。だからいろんな意味でやっぱ厳し

い状況っていうのが続いていくわけですよね。 

  あとポイントとなるところですね、ぜひその部分だけ。これから先の条件なんですけど

も、先ほど事務局さんから説明があったように、一つは下水道の料金収入のこともあるん

ですけども、下水道使用料金、この見直しや値上げをしていくということですね。5 年ごと

にこれ皆さんにとっても生活に関わることです。この方針が一つはやむを得ないのか仕方

ないのかっていうのも一つ。 

  あとは 46 ページですね、施設の見通し。先ほど皆さんからもこの地区はこれからどうな

んだっていう話が出ました。そこでここで先ほどの漁業集落のね、話が出ています。施設

の見通しここの文章の中で下から 3番目の行ですね、漁業集落排水は人口の減少に伴って、

全体的に右下がりであることから、改築更新のタイミングに合わせたダウンサイジング、
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これは規模縮小するという意味です。いや、集合処理から個別処理、つまり今下水道を使

っているんだけれども、各御家庭で合併浄化槽への切り替えこれを検討することが望まし

いと考えている。ここに厳しいことが書かれていますので、後ほど御覧ください。 

  下水道事業についても未普及地域の整備を行い、つまりこれ、先ほどの構想図の赤色の、

ちょっとまだ赤色になってない部分、そこの整備を行って、流入水量が増加するものの、

現在の処理能力で処理可能である見通しとなったという。ここは現状のままなのかな。 

さっき言ったように漁業集落の方ですね。 

 

（委員） 

  大変だ。 

 

（会長） 

  施設の縮小、あるいは合併浄化槽の切り替え、そういったものを考えていかなきゃいけ

ないよ。そういったことが書かれているのが経営戦略になっています。ここの部分につい

て皆さんと意見交換を行うことが大切なポイントです。事務局さん、そこら辺のポイント

を整理していきませんか？一番この経営戦略上重要になってきます。 

 

（建設課長） 

  よろしくお願いします。 

 

（会長） 

  改定案という形になってきますから、その全てをまとめたのがこれになるんですね。概

要版。 

 

（建設課長） 

  概要版についてはまず 10 年を見通して、どういう目標を持っていくかということをまと

めております。ただ、大蛇集落排水については、ダウンサイジング、今後、将来的には 10

年ではなくて、ずっと先にはなるんですけれども、将来の先については、ダウンサイジン

グも考えないとならなくなる時期が来る。例えば更新する際には多額の費用がまたかかり

ます。そういうときにですね、その判断が必要になるんで、今後検討していかなければな

らないのではないかということです。 

 

（会長） 

  資料 1-2 の大きな紙に印刷してあるですね。これがあります。ただ、そうですね、先ほ

どパブリックコメントになったけども、内容を見るとやっぱ先ほどの概要とか、ポイント

がわからないっていうのはそのとおりで、これだとちょっと何がどうなるのかはちょっと

わからない。ポイントの一つは、現在の問題点としまして、現状と課題ですね、確かにそ

のとおり老朽化が今後も進んでいきます。 
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  料金収入が減少により、現時点でもやっぱり料金収入で事業全部賄えきれていなくて、

役場の一般の財源から赤字を補填している。そういったことがあります。 

  そういった課題が階上町さんだけじゃなくて各全国の下水道事業で大きな課題となって

いますね。 

  あとは 5 番目になります。ここが重要なこの経営戦略を皆さんと話し合いをして合意し

なきゃいけないところなんですけども、まず下水道料金の改定になります。それで 5 年ご

とに 10%ずつ下水道使用料金を改定する。この方針についてです。これは下水道を利用して

いる方々にとっては非常に負担になる話です。 

  あともう一つ、隠れた一つ大切なポイントは、下水道の整備事業は、令和 8 年度まで予

算がつく。それ以降は、いわゆる新しい整備が出てこない。維持管理に入っていくってこ

とです。それはこれから国の財政状況とか、方針とかも示されますが、それによって変わ

ってくるかもしれません。そういった大きなポイントがありますのでそこら辺を含めてち

ょっと皆さんの御意見を伺いたいと思います。皆さん何かあの御発言いただければと思い

ます。ちょっと難しい、ちょっと深刻になっちゃったかもしれないですけどですね。 

 

（委員） 

  10%ってかけるだけの見通しみたいなのはあるんでしょうか？書いた見通しは、単純に

10%ぐらい、何かで試算して 10%ぐらい、だとしたら、10%程度って書いてあった方がいいか

なと思って。ほぼほぼ確定できるぐらい、もう根拠があって書いてると思うんですけども、 

 

（会長） 

  それでも抑えてるんでしょうね。 

 

（事務局） 

  一番厳しいのは漁集の経費回収率が 20％切る、このままいくとですね。これ今と同じ現

状維持をしていくためにはどうすればいいかっていうところで考えました。現状では 25.8%

なんですけどもこのままいくと 19％になってしまう。現状維持、26%を維持するためには使

用料を 10%上げていけばどうかっていうことで 10%で計算したんですけれども、それでも間

に合わない。漁集に関しては、水洗化率をまず上げて、現状維持を図ると、そういう計画

で今思っているんです。今後、使用料については来年度、どうするのか、10%にするのかど

うかっていうところは、今後また検討していくことで考えています。 

 

（委員） 

  まだちょっと幅が広くなるかもしれないんですけども、繰り入れが多い。一般会計から

の繰りが多いという話なんですけども、一般会計の方の収支状況を見てれば、他町村より

も優れてるような感じが階上町の収支だと思うんですけど、その分を食っていれば別に 10%

ずつ上がりながら一般会計から繰り入れしてもいいのかなと思う。できるだけやっぱり独

立採算になるべきだと思うけども、階上町の将来を、とかさっき言ったように人口増を考
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えてとか、もっと考えれはしないんだけど、自分では考えられないけど、もっとでっかく

物を考えれば、これくらいやれっつのも一つの考え。投資のつもりで。 

 

（会長） 

  だからそれが今の時代にどうですかね。言葉ですけど許されるかっていうと。 

 

（委員） 

  それはどこでもいいじゃないですか。それはその組が考えればいいことだから、町が考

えればいいんじゃないですか。だからそれは町としての総合計画の中で考えればいいこと

だと思って。さっき言ったように、例えば人口の増の事を考えればそれくらいのことはい

いよと、ここに投資してと、だから他からでも子供持った若い人でも入ってきてくれない

か、というような構想もあるのかと思って。口だけの話だけど。 

 

（会長） 

  御意見として、いいと思います。 

 

（委員） 

 何か戦略がないと。 

 

（会長） 

  そこら辺は、みんなで同意が取れるんですかね。 

 

（委員） 

  誰も 10%上げるとなったら、いいって思わない。実際。 

 

（会長） 

  皆さんの意見が重要で、私の意見じゃなくて、皆さんの意見が重要なので。この場合は

どうするんですか。例えばここにはもう 10%っていう料金改定が書いてありますが。 

 

（委員） 

  実際使ってるのは、私たちだ。 

 

（委員） 

  いわゆる人口の多い地区。いわゆる階上でも蒼前、野場中それと石鉢、この 3 行政区で

人口の半分ぐらいいるような状態になっているわけです。 

 

（会長） 

  その地域で階上町全体の半分？ 
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（委員） 

  そうです。そこのいわゆる蒼前地区と野場中地区は、ある程度進んでるんですけども石

鉢の場合はほとんどやってるとこは少ししかないっていう状態なんで、かすみが丘の場合

は、下水道通りましたけど、ここは 100%なんです。 

 

（建設課長） 

  かすみが丘は右下の赤く塗られたところです。 

 

（委員） 

  開発したときからそこはね。 

 

（委員） 

  いや壊れた。 

 

（委員） 

  そういうところはあるんですけども、実質的に、我々もそうなんだけれども、人口密集

エリアってのはまだ完成してないし、今ちょうど少し手がつけられてきたかなというとこ

ろがありますんで、ところが、これも問題があるんでね、結局家を建てて四、五年しかな

らないっていうことは、かなりあるんです。 

  ニュータウン的に 100 何十世帯が入ってるっていうようなとこありますんで、そこはほ

とんど合併浄化槽になってるわけです。ですから、そこに下水道を通したって言っても、

ほとんど果たして引いてくれるのかっていうと、ちょっと私から言わせると。 

 

（会長） 

  多分、合併浄化槽を設置するのにも、おそらく工事含めて 100 万円以上はかかっていま

すよね。それで下水道事業に接続し直しますって言ったら、それでも、補助を反映しても

100 万ぐらいですか。そういう二重投資することになる。それをやってくださる方がいらっ

しゃるかっていう。車 1台買えてしまいますので、そういう投資をすることになりますね。 

 

（委員） 

  そういうところが一番の課題かなっていうのはありますけど。蒼前の場合は、下水道が

80%ぐらいはもう終わってるんだけども、繋いでる人がまだそんなにいないんじゃないって

いう感じ。それはちょっとやっぱり問題。 

 

（会長） 

  その議論もしなければいけないですね。 

  こればっかりちょっと時間かかって。一つは住民の皆さんに直接影響が出てくるのが、
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使用料金の改定ですよね。10%に値上げするっていうことについて、皆さん同意してくれる

のかですね。 

 

（委員） 

  経営していくのに必要だば、やるしかないのでは。それが 12％13％15％になろうと、や

めて合併処理浄化槽に替えるとなれば、それ以上にかかってくるんだから。 

 

（委員） 

  値上げしても、代替はない。 

 

（委員） 

  つないだ人はそれをやめるという話にはならない。もう 1 回くみ取りするかといわれれ

ば嫌になる。 

 

（委員） 

  やめるかと言われればそうはならない。 

 

（委員） 

  あとは、そうならないような手法で何か、どう考えるか。 

 

（委員） 

  新しいところは入らないし、古いところは建て替えるときしか入らないという現実があ

る。 

 

（会長） 

  どうしても建て替えとか、何か人生の転換のときにしか、なかなかやらないものです。 

 

（委員） 

  我が家は浄化槽、だから下水道やってる人間の中で 10%でも 15％でも上げていいと賛成

する人があればいいですね。 

 

（建設課長） 

  そこはもう理解していただくしかないのかなっていうのは事務局として思っているとこ

です。 

 

（委員） 

  10%でも 15%でも上げていいかっていうことで、首をひねるようなら、こちらも首をひね

る。 
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（委員） 

  繋いでいる以上は。 

 

（委員） 

  来ていないところも、来たら上がってもいいような感じはする？ 

 

（委員） 

  水が出てさっと流れていなくなるんだ。臭くないし。 

 

（委員） 

  孫がリフォームする前、おじいさんの家のトイレが下が見える、穴が深い、と。それだ

と繋げるだろう。それからくみ取りにするのはちょっと。料金が上がっても現実的に維持

していく必要があるので。 

 

（委員） 

  嫁と、下水道いいなっていっている。 

 

（会長） 

  今の議論の中で一番大切なのは、経営を改善するために料金収入を改定、ここは了解を

得られたっていう形でいいですかね。 

 

（委員） 

  それしかなかべ。しかたがない。 

 

（会長） 

  あとこれからの施設整備なんですけど、もう一度確認しますけども、今の下水道管の整

備ですね、工事、新しい工事は令和 8 年で終わりますよ。その後は維持管理が主体になっ

てきますよってことです。あとは先ほどちょっと私読み上げましたけども、大蛇地区の漁

業集落排水、これが将来的なことなんですけども、ダウンサイジング、規模を小さくした

り、あるいは、もしかしたら各御家庭にもう 1 回浄化槽設置してもらわなきゃいけない、

そういったことが将来的にはもしかしたら可能性としてあるよっていう、そこが大きなと

ころかなと思いますけど。 

 

（建設課長） 

  これはあくまでも人口が本当に少なくなって、もう集合処理できない状態になれば、そ

ういうふうなことを考えなければならないっていうことで。あとは更新の時期に考えてい

くということで考えてます。ただ本当に、ごめんなさい、喋らせてもらうと、大蛇の漁集
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の人口は本当に右肩下がりで、厳しい状態で。 

 

（委員） 

  どこも同じですよね。増えていくことがまずない。 

 

（委員） 

  蒼前のところがまだ増えているから。 

 

（委員） 

  これ全部完成した時点でね。ポンプ場とかいわゆる終末処理場、それが今の現状で足り

るんですか。 

 

（建設課長） 

  赤保内を整備したときですか。 

 

（委員） 

  はい。 

 

（事務局） 

  今の水量からすると、簡単に説明しますと計画汚水量なんですけど、計画では 1 日平均

約 1400 ㎥、1 日に公共の場合ですけれども、今現在入ってきているのが、535 ㎥ 1 日に入

ってきていますので、ざっと計算しただけでもまず倍になっていますので、赤保内地区が

入ってきても、処理できる能力はあるとみています。 

 

（委員） 

  それはもう単純にポンプ場がそこに入った時点で、そこまで試算した位置だろうと思っ

て見てる。 

 

（建設課長） 

  ただ、蒼前からさっき、地図で見てもらいましたけど、茨島浄化センターまでの距離が

長くて、特にうちは高低差があるので、マンホールポンプが結構、他の地区よりも多くな

って、原価が高くなってくるというところもあってですね。なかなか非効率的な事業にな

っているところもあります。接続する人口が増えれば、そこはカバーできるのかもしれな

いのですけども、今後事業がどうなっていくのか、整備できればその分、つないでもらえ

る人も増えるのかもしれないのですけども、そういう事業があるのかどうかにも左右され

てくるのかなと。 

 

（会長） 
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  あと一つ必要なのは、これから例えば、この構想図全部を下水道整備したときの事業費

が一体どれぐらいかかるかですかね。そういう試算があれば、要は事業費っていうのは、

全部借金になって皆さんに返さなきゃいけない。それが本当に成り立つのか。 

 

（建設課長） 

  これまでかけてきたのは 60 億円です。 

 

（会長） 

  60 億円ですか。 

 

（建設課長） 

  これは国の補助金も入っての話ですが。 

 

（会長） 

  60 億円で今、接続人数が何でしたっけ。漁業集落もですか。 

 

（建設課長） 

  今言ったのはあくまでも公共の費用です。漁集は入っていないです。公共の接続人数は、

2257 人です。 

 

（会長） 

  この 60 億円を 2257 人で割ると。 

 

（委員） 

  それは結果だからそういう勘定はしないほうがいい。この先を見た状態で投資してきた

んだから、それは振り返っている必要がない。 

 

（委員） 

  費用対効果が低い、何か考えないと。 

 

（会長） 

  ただ 1人当たりそれぐらいの投資はでているので。 

 

（委員） 

  もちろんそれは確かだけど。 

 

（会長） 

  その現実はちゃんと受け止めた方がいいと思います。 
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（委員） 

  それらを、これは OK 出てるところだからあれだけど、首長なり議員の先生から考えても

らうことで、それ以上にまだ頑張ってもらって、その人口も含めて取り組んでいける事を

考えてもらえればと。 

 

（委員） 

  下水道につっこむ議員もいるからね。 

 

（委員） 

  それはこれだけの差があるんだから当たり前だと思う、さっきのパブリックコメントに

なった時に、大金出したんだからっていう話もできることだと思う。 

 

（建設課長） 

  ただ下水道をやる意義もやっぱりあって、赤保内の方で、下水道を待ってる方もいるん

です。何で待ってるのかっていうと、土地がまず狭い。浄化槽を設置する土地もなくて、

あと問題になるのは浸透桝。浸透桝を設置するんですけれども、浸透桝が浸透しないとい

う問題があって。結構、合併浄化槽で、浸透桝が浸透しなくなって、また掘り直してやっ

てるっていうパターンが多いんですよ。土地が狭いとそれも今度はできないという問題が

あって。なんとかやってほしいという方もいて、そろそろ下水道が来るんじゃなかったっ

けっていう話をされるんですけども、まだそこまで行けないっていうところで。 

 

（会長） 

  期待して待ってた方もいらっしゃいますよね。 

 

（建設課長） 

  そういうところもあって、今後どうするかは、ちょっと最終的に総合的な判断が必要に

なると思っていましたので、そのときにまた議論させていただきたいなと思っています。 

 

（委員） 

  浸透桝の件はかなりあると思う。 

 

（委員） 

  経年変化で劣化して浸透しなくなる。 

 

（委員） 

  それに私たちのいるところは粘土質なんです。そんなもんで浸透しないんですよ。よほ

ど掘らないと。他に投げてる人もいる。 
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（建設課長） 

  というところで、その件に関してはまた後で議論を深めていきたいなと思ってますので。 

 

（会長） 

  今回の経営戦略っていうのは結構重い意味があって、重要な方向性を示すことになるん

ですね。だから皆さんのいろんな議論を行って、この計画でいいかというところを決めて

いきたいと思います。皆さんに改めて経営戦略、これで進めてよろしいでしょうか？ 

 

（委員） 

  やむを得ない。 

 

（会長） 

  了承を得たことでよろしいでしょうか。 

 

（委員） 

  はい。 

 

⑵ 合併処理浄化槽設置費補助金交付事業について 

 

（会長） 

  ありがとうございます。 

  次の議題に移ります。合併処理浄化槽設置費補助金の交付事業について事務局より御説

明をお願いいたします。 

 

（事務局） 

  ＜資料２により説明＞ 

  それでは、合併処理浄化槽設置補助金交付事業について説明させていただきます。1 枚め

くっていただいて、1初めに、というところから説明いたします。 

  合併処理浄化槽設置費事業につきましては、令和元年度に実施した下水道審議会におい

て、整備計画費数及び補助金額について検討が行われ、それに基づき、令和 2 年度から令

和 6年度までの 5年間の生活排水処理基本計画を国に提出し、実施してまいりました。 

  今年度が計画の最終年度に当たるので、これまでの事業内容は、現状を踏まえて、令和 7

年度から令和 11年度の次期 5ヶ年計画について策定するものです。 

  2 番、事業の現状に入ります。下に二つ表がついております。 

  こちらがですね、平成 22 年度から 26 年度、27 年度から元年度、令和 2 年度から令和 6

年度と 3期分の計画の補助金額がついております。 

  黒く太くなっているところが今実施中の事業になります。こちらがですね、平成 22 年度
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から 26 年度までは年間交付基数が 12 基で、5年間で 60基の計画でやってました。 

  27 年度からは、この基数を増やしまして、年間 20 基に増やしまして、5 年間で 100 基の

計画で、これまで進んできております。 

  補助金額の方は、平成 22 年度から 26 年度までは 5人槽が 35万 2000 円、7 人槽が 44万

1000 円、10 人槽が 58 万 8000 円でやってきたんですけども、27 年度以降は国の基準額に

町の予算を嵩上げして、増額した金額で 5 人槽が 52 万 9000 円、7 人槽が 66 万 2000 円、

10 人槽が 89 万 7000 円で実施してきております。 

  この基数と補助金額を増やしてスタートした 27 年度からの実績が次のページになりま

す。 

  こちらが事業実績の表になります。平成 27年度は計画 20 基に対して 21 基の申請があっ

て想定以上の申請がありました。28 年度からは約 15 から 16 基、令和 2年度からは 8 から

9 基というふうに減少傾向になっております。 

  その下の表に参ります。こちらが近隣市町の補助金額の表になっております。金額を見

ますと、階上町とおいらせ町が高めに金額を払ってるのがわかります。 

  右の方にですね、×とか〇とかついてるんですけども、こちらが新築への補助を対象に

してるかどうかになってまして、階上町と八戸市がですね、新築に浄化槽を付ける補助の

対象にはしておりません。こちらがですね単独浄化槽から合併浄化槽、あと、くみ取りか

ら合併浄化槽の切り替えをたくさん行っていただいて、普及率を上げたいという思いがあ

りましたので、新築の方に補助金が回ってしまうと、こちらの切り替えをする人に補助金

が回らなくなってしまいますので、こちらは補助の対象外にしております。 

  ただですね、次のページに行きますけども、新築を建てる方には町で階上移住定住新築

応援プロジェクト事業補助金というのをやっておりまして、条件によっては最大 110 万円

補助が出ます。 

  こちらの中に合併浄化槽の補助金も含めておりまして、大体年間で 40 件前後の申請があ

ります。 

  次行きまして、3番の汚水処理人口普及率ですね。公共下水道、漁業集落排水、合併浄化

槽の普及率が 62%単独浄化槽くみ取りの未普及率が 38%になっております。 

  青森県の汚水処理人口普及率が 83.1%で全国平均は 93.3%なので、階上町の 62.0%は低い

水準にあることがわかります。なのでこれからも事業を進めていかなければならないなっ

ていうのが、わかります。 

  その下の 4番ですね、次期計画について。こちら 2点ちょっと計画について説明します。 

  一つ目が、整備数ですね、現計画では年間交付基数の合計が 20 基で実施しておりますけ

ども、県の補助金の担当をやってるところだからですね計画と実施の差がちょっと大きい

ので、これまでの整備状況とか、地域の実情を踏まえて、実態に合った基数で、申請して

ほしいということで指摘の方を受けてますので、今大体年間 8 基から 9 基の申請が出ます

んで、ちょっとそれに余裕を持った形で 12 基での計画としたいと考えております。 

  2 番目ですね補助金の嵩上げについて平成 27年度の見直しの際に単独浄化槽から合併浄

化槽に切り替える場合と、あと単独浄化槽から、この下水道に接続する場合の個人負担の
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額を調べたところ、23万 6000 円の差があることがわかりました。 

  こちらは国で定める標準工事費ってのがあるんですけども、それと大体 2 割に相当する

ので、その分を合併浄化槽に上乗せして払うことによって公共下水が入ってる地域と入っ

ていない地域で差が出ないように均衡を図ってきたところであります。 

  現計画の嵩上げは、平成 25 年度の標準工事費をもとにして算定しておりまして、最近は

いろいろ物価上昇などで値段が上がってますので、最新の標準工事費をもとにして計画を

見直したいと考えております。 

  次のページ御覧ください。こちらの表が補助金額の見直し案になっております。左側が

現行で、右側が見直し案ですね。5人槽が今 52万 9000 円の補助なんですけども、これに 5

万 7000 円足して 58 万 6000 円、7 人槽が現行で 66 万 2000 円のところを 5 万円足して 71

万 2000 円、10 人槽が 89 万 7000 円のところ 10 万 3000 円足して、100 万円という金額で、

考えております。 

  最近申請あった見積もり等を見てますと大体 5 人槽で 120 万前後、7 人槽で 140 万前後

になっておりますので、大体かかるお金の半分くらいはこの補助で賄っていけるのかなと

考えております。 

  その下に行きまして汚水処理人口普及率を示しており、町の普及率 62%は青森県の普及

率 83.1%にも達しておらず、合併処理浄化槽への転換をしようとする世帯が依然として多

く存在しているのが現状です。 

  令和 4 年度に各行政区で策定したまちづくり計画書では、合併処理浄化槽設置に関する

補助金についての要望が、第 1 次計画に引き続き多く寄せられていますし、町が策定して

いる総合振興計画や、まちひとしごと創生総合戦略においても、合併浄化槽設置の事業が

主要事業の一つとして位置づけられています。 

  このため、次期計画においても、補助金額を増額して、できるだけ多くの町民に制度を

活用していただきたいと考えております。 

  その下、最後に、結びといたしまして、国の補助金についてはこれまで町の計画を申請

して満額で決定されております。 

  しかしですね現計画でも、5 ヶ年で 100 基で計画しているのに対してですね、実際の新

設が 39 基にとどまっておりまして、国の補助金を十分に活用できてない状況にあります。 

  合併浄化槽の設置費補助金をより多くの方々に利用してもらうために広報活動、ホーム

ページでの情報発信を行うとともに、各行政区と連携して、地域で合併浄化槽をつけたい

なという方がいれば紹介していただいたりしてですね、計画基数の整備を進めていきたい

なと考えております。 

  これによって、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防ぎ、より多くの町民が衛生的

で快適な生活を送れるように支援を継続していきたいと思っています。 

  また、今後も国や県の動向を注視しまして、必要に応じて施策の展開を図っていきたい

と思っています。説明は以上になります。 

 

（会長） 
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  ありがとうございました。 

  それでは、この資料の 2 について、皆様から何か御質問や御意見などありましたらお願

いいたします。 

  合併浄化槽っていうのはこの中で言うと汚水処理構想、下水道の配備されている地区以

外の方が工事できる、そういったものですね。 

  皆さん御意見などありましたら。 

 

（委員） 

  3 ページの 4の （1）次期計画では実績を踏まえ 12 基での計画とします。説明だと最大 8

基だったの？ 

 

（事務局） 

  最近で 9基、今年度 8基です。 

 

（委員） 

  あと 3 件しか余裕がないんで、12 基以上でも補助はするのか。1 年間の計画は 12 基で、

12 基過ぎたから補助しないというわけではない？ 

 

（事務局） 

  年度末になってくると、翌年度にちょっと待ってもらうとかっていうのをお願いしたり

はするときがございます。12 基ずつ 5か年で計画してるんですけども、来年度例えば多く

なりそうってなれば、またちょっと国の方に相談していくとか、計画を見直すのも今後考

えられると思います。 

 

（委員） 

  計画基数に対して交付金があるのか。 

 

（事務局） 

  そうです。 

 

（委員） 

  だから増やすなということか。 

 

（事務局） 

  増やすなというよりは、20 基頼んでいて 8基しか使われなかったというような大きく変

わらないようにしてほしいというふうにお願いされていましたので。 

 

（委員） 
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  勝手な話、作る人は地元民で何百人何万人って、ここだけでなく考えれば、いっぱいい

るんだから、多くなった時のことを考えて、9 基を 20 基としているほうが正解だと思う。 

 

（建設課長） 

  これまではそういう考え方でやってきたんですけど、あまりかけ離れすぎて、補助金を

また戻すっていうことがないようにしてほしいと言われていますので。増えた時にはまた

考えます。できるだけ合併浄化槽に切り換えていただきたくのがよろしいかなと。普及率

がまだ 62%っていう数字で、未普及が 38%まだ残ってる状態なので、できれば本当はどんど

ん使っていただきたいなと思っているのはあるんですけど、なかなか増えないっていう現

状ですね。 

 

（委員） 

  なかなか申し込まないもんな。 

 

（建設課長） 

  やっぱり人生において切り替えのタイミングこれがやっぱりあって、そのときに補助金

ほしいっていう方が出てきている。 

 

（委員） 

  補助金もらっているよって言っても、それ以外にまだ業者に金かかるんだよな。金かけ

ないでこの補助金だけで終わるわけじゃないから、という人はかなりあるんだよ。12 基で

今回やっているけど、12基でいいんじゃないか。また、9基くらいで終わるかもしれない。 

 

（会長） 

  浄化槽はね、浄化槽だけじゃなくてトイレの改修とかもね、あとはもしかしたら家全体

のリフォームとか、そういうタイミングじゃないとなかなかやらないですよね。 

 

（委員） 

  そうですね。 

 

（会長） 

  だからそういう何か全体の住宅の政策とか補助制度とか、いろんなものをパッケージし

てやるともしかしたら一歩進むかもしれない。こちらについてはこちらでよろしいですか。 

 

（委員） 

  はい。 

 

（会長） 
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  はい、わかりました。それでは以上、諮問案の意見がありましたけども、原案了承いた

だいたということで、どうもありがとうございました。あとは進行を事務局さんにお返し

するような形でよろしいですか。 

 

（建設課長） 

  委員の皆様、たくさんの御意見ありがとうございました。これから答申書を御用意させ

ていただきたいと思っておりますので、その時間ちょっと頂戴したいと思います。作成す

るのに、会長さんと御相談しながらになりますので 15 分ぐらい目途で行きたいなと。4時

5 分頃を予定しますので、その間コーヒー等を飲みながら休憩していただければと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

  では皆さんどうもありがとうございました。 

 

～休憩～ 

 

８ 答申 

（建設課長） 

  それでは答申に入ります。それでは鈴木会長より町長へ答申をお願いいたします。 

 

（会長） 

  それでは階上町下水道事業経営戦略の改定について及び合併処理浄化槽設置費補助金交

付事業について答申をいたします。 

  令和 7年 2月 20 日階建発第 901 号、貴職から諮問がありました標記の件について、慎重

かつ十分な審議を重ねた結果、下記のとおり答申します。 

  一、階上町下水道事業経営戦略の改定について及び合併合併処理浄化槽設置費補助金交

付事業について、諮問のとおり決定することを適当と認めます。 

  一つ、下水道経営戦略の改定についてより経費節減と収入の増を目指し、安定的な経営

となるよう努めていただきたい。 

  二つ、合併処理浄化槽設置補助金の交付事業について、補助金の拡充を図り、事業を推

進していただきたい。 

  二、審議の概要と答申の理由 

  諮問内容の説明を受け、資料を分析しながら意見を出し合い、慎重に審議を実施しまし

た。 

  一つ、下水道経営戦略の改定について、今後の人口減少等により、使用料収入が伸び悩

み、物価高騰により経費が増大していくという状況の中で、一般会計予算からの多額の繰

入金があることや使用者が受益に見合う負担とする独立採算制の原則からも使用料を改定

することは、やむを得ないものと考える。 
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  二つ、合併処理浄化槽設置費補助金交付事業について、次期 5 か年計画において、合併

浄化槽設置費補助金の拡充を図り、計画基数を整備できるよう、事業についての広報をさ

らに充実するとともに、町民の生活環境改善のため、より一層の普及が図られることを求

めます。 

  以上の施策について、十分住民に周知され、スムーズに実施されることを求め、審議会

の意見と決定しました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（町長） 

  ありがとうございました。 

 

（建設課長） 

  ありがとうございました。御着席ください。 

  町長から最後に一言挨拶をお願いいたします。 

（町長） 

  はい。委員の皆様の御審議をいただき、そして鈴木会長から答申をいただきました。こ

の皆様の貴重な意見をもとに持続可能な下水道事業に取り組んでまいりたいと思っており

ます。そして、本日御審議に参加いただきましたことに、感謝申し上げまして挨拶といた

します。本日はありがとうございました。 

 

 ９ 閉会 

（建設課長） 

  ありがとうございました。 

  以上をもちまして、階上町下水道審議会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

 


